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    低出力パルス超音波はドライマウスを改善する 
 

 
（報道概要） 
徳島大学と伊藤超短波株式会社との共同研究・プロジェクト研究として、

平成 20 年度から 7 年間、我々の研究グループは「顎顔面領域の骨治癒に対

する低出力パルス超音波の有効性に関する研究」を実施してきた。その間、

低出力パルス超音波の軟組織損傷に対する抗炎症作用に着目し、関節リウ

マチなどの自己免疫性疾患の消炎療法としての応用を模索してきたが、今

回、シェーグレン症候群で特徴的なドライマウスに対して、低出力パルス

超音波を炎症状態の唾液腺に照射することで、唾液分泌量が劇的に増加し、

ドライマウスの改善にもつながることが明らかとなった。 

シェーグレン症候群は、中年女性に好発する原因不明の難治性自己免疫疾

患の一種であり、国内での患者数は 10-50 万人にものぼる。ドライマウス

はその口腔症状のひとつであり、自らの唾液腺破壊から唾液腺の炎症とそ

れに伴う唾液分泌量低下によって生じる。治療法としては人工唾液など口

腔内を湿潤化することを目的とした対症療法が中心である。そこで我々は、

ドライマウスに対する全く新規の治療法として低出力パルス超音波に着目

し、炎症状態下の唾液腺細胞およびシェーグレン症候群様モデルマウス唾

液腺への低出力パルス超音波照射(ST-SONIC, 伊藤超短波株式会社) を行

った。結果として、低出力パルス超音波照射は NFκB 経路を抑制的に制御

している脱ユビキチン化酵素 A20 を活性化させることで炎症性サイトカイ

ン TNF-αの発現を減弱させ抗炎症作用を示し、水分泌に関与するアクアポ

リン 5 の発現が増強することで唾液分泌が増加しうることが示された。し

たがって、低出力パルス超音波は、非侵襲的にかつ副作用などの弊害もな

しにドライマウスを改善しうる有用な治療法であり、従来の薬物療法とも

併用が可能である。今後、唾液腺分泌機能に対する低出力パルス超音波照

射の奏効率や奏功期間を検討することが必要不可欠であるが、本研究結果

は、これまで対症療法のみであったドライマウスの治療現場に、福音をも

たらすものである。 

本研究はオンラインの英国科学ジャーナル Arthritis Research & Therapy 
10 月号に掲載されました。 

徳島大学と伊藤超短波株式会社との共同研究・プロジェクト研

究（代表者：田中栄二）の成果として、非侵襲的で副作用の少

ない低出力パルス超音波の照射により、シェーグレン症候群に

特徴的にみられるドライマウスが著しく改善することをオンラ

インの英国科学雑誌に発表しました。 
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